








「ズファジラン」R(Duvadilan R)(iso-xsuprine,以下,ISX と略す)は,現在,β-stimulants

の流早産防止剤の一として,世界的にも広く用いられている。しかし,意外にも,胎児・新生

児に対する影響については,ほとんど研究されていないのが現状のようである。 

今回,われわれは,(1)「ズファジラン」が胎児・新生児に与える影響に関する文献的考察,(2)

主に一般産科医院で「ズファジラン」がどの程度使われているかのアンケート調査,および

(3)某病院産科で「ズファジラン」がどのように投与され,出生した新生児がどのような状

態であったかの retrospective な検討等を行ったので報告する。 


